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自慢の写真・イラストが表紙に!?
　枚方の風景などをテーマにした写真・イラスト
を大募集。▶応募　メールまたは市ホームペー
ジの専用フォームに住所・氏名（ペンネーム希望
の場合はペンネームも）・年齢・電話番号・メール
アドレス、作品の説明・題名を書いて作品データ
を添付し広報プロモーション課
（kouhou@city .h irakata.
osaka.jp）へ。詳細は市ホームペー
ジ参照。
　※応募作品は市公式フェイスブッ
クやインスタグラムで公開します。

専用フォーム
はこちら

「僕も消防士」

　今月号の表紙写真は、桜町在住の山下
和男さん（76歳）が令和５年１月に淀川
河川公園で消防出初式を撮影。「青空に
向かって勢いよく放水された躍動感や
ホースを握る子どもの緊張感、おまけに
虹までいろんな要素をうまく配置でき
た写真です。」

手作りの本棚には絵本や児童書のほかアートやデ
ザインの本が並ぶ。主に平日の昼間に開放されてお
り赤ちゃん連れの母親や子どもたちが訪れる。昨秋、
事務所の一角にまちライブラリーと呼ばれる私設図
書室「とかとか」を開設した。本業はロゴマークや
印刷物、枚方市内の中学校でも使われる数学教科書
などに携わるデザイナーだ。活動の幅は広く、北海
道や岡山県などの自治体のまちづくりにも関わる。
「デザイナーは見栄えをよくする人と思われがち
ですが、それはほんの一面です。デザインは本来、
先のことを考えてしるしを残すという意味の言葉。
関わるプロジェクトが将来の社会にどうつながって
いくのかを考えています」。大切にしているのはデ
ザインを通して社会に意味のあるものをつくるこ
と。芸術大学では社会課題について取り組むソーシ
ャルデザインの授業を行い、目に見えるものだけが

デザインの対象でないことを伝えている。その一方
で、自身も社会人学生として別の芸術大学に通い、
デザインと地域の関係を学んだ。またイタリアにあ
る地区の家と呼ばれる市民が運営し多様な活動を行
う場所も訪問するなど、新たな学びを続ける中で住
み慣れたまちに居場所をつくろうと考えた。
「とかとか」という名前にはいろいろな人の場所と
の思いが込められている。「顔見知りが増えるとまち
に自分の居場所があると実感できます。誰でも気軽
に立ち寄れる場所がまちにたくさん増えるといいと
思うんです」。開設から１年、イベントを実施する中
でフリースクールや子ども支援をしている人たちと
出会い、社会的少数派と多数派の人たちの隔たりを
埋めるため自分ができることを模索している。「両
者の境界をなくしたいんです。この場所がさまざま
な人が出会うきっかけになるとうれしいですね」

浪本　浩一さん
◆なみもと　こういち　大阪や東京のデザイン
会社で勤務後、34歳でランデザインを創業。昨
秋、町楠葉にまちライブラリーとかとかを開設
し読み聞かせ会などを行う。京都芸術大学卒業。
成安造形大学講師。楠葉野田在住。52歳。

まちライブラリーを運営するデザイナー
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